
誘電体に生じた分極が作る静電ポテンシャル 

 
誘電体に生じた分極が作る静電ポテンシャルを求める。なお、分極を生じさせた電場と

その静電ポテンシャルは除いて考える。実際は２つの重ね合わせになることに注意。 
 

r'の位置にある微小体積 dV に含まれる分極 )(r'P が位置r に作る電位は、双極子モーメ

ントが作る電位をあてはめて、 
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となるので、誘電体全体では、 
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と書ける。 

この計算のために、 ⎟
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P'div の計算をする。 'div にある「 ' 」は )',','(' zyx=r での

微分でdivを計算することを意味する。 
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これから、 
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という関係があることがわかる。上記の積分の式に代入すると、 
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となる。ガウスの定理（補足１の註）を使って、右辺第一項の体積積分を表面積分に変え

ると、次の式を得る。 
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ここで、 
  P'div−=Pρ  
と定義し、これを（内部）分極電荷と呼ぶことにする。すると、 
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となる。この第一項は表面分極電荷 nP ⋅ の作るポテンシャル、第二項は内部分極電荷の作

るポテンシャルと理解できる。このように誘電体には見かけ上の分極電荷が生じているこ

とがわかる。 


